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▼
ロ
ウ
ソ
ク
ア
ー
ト
▲

　

平
成
十
九
年
秋
季
大
祭
夜
に
、
新
し
く
移
設
さ
れ
た

鶴
﨑
神
社
本
殿
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
兼
ね
て
、
仮
設
階

段
と
本
殿
前
石
垣
に
ロ
ウ
ソ
ク
ア
ー
ト
を
行
っ
た
。

　

当
日
は
、
珍
し
く
寒
い
夜
で
あ
っ
た
が
、
ロ
ウ
ソ
ク

の
ほ
の
か
な
光
に
照
ら
さ
れ
た
本
殿
は
参
拝
者
を
幽
玄

の
世
界
に
誘
っ
た
。

▼
干
支
ジ
ャ
ン
ボ
折
り
紙
▲

　

平
成
十
四
年
（
午
年
）
の
正
月
か
ら
境
内
に
特
設
舞

台
を
設
置
し
て
そ
の
年
の
干
支
を
折
り
紙
で
表
現
し

て
、
参
拝
者
に
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
「
干
支
ジ
ャ
ン
ボ

折
り
紙
」
を
展
示
す
る
事
と
し
た
。

　

ヒ
ツ
ジ
以
降
は
、
光
森
康
郎
氏
（
岡
山
市
在
住
）
の

協
力
を
得
て
、
同
氏
の
考
案
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ

ン
と
な
っ
た
。

　

大
き
さ
は
高
さ
一
ｍ
九
〇
㎝
〜
二
ｍ
六
〇
㎝
、
幅
二

ｍ
三
〇
㎝
か
ら
大
き
い
も
で
は
四
ｍ
に
も
及
ぶ
。

　

毎
年
、
十
二
月
下
旬
か
ら
一
月
三
十
一
日
ま
で
展
示

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

当
初
か
ら
珍
し
さ
も
あ
っ
て
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
の

取
材
が
殺
到
し
、
新
年
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
た
。

仮設階段に設置されたロウソクで照らされた本殿
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▼
甘
酒
接
待
▲

　

毎
年
、
十
一
月
二
十
三
日
の
新
穀
感
謝
祭
に
氏
子
か

ら
供
米
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
十
二
年
、
神
前
に
供
え
ら
れ
た
供
米
で
甘
酒
を

造
っ
て
、
正
月
の
参
拝
者
に
振
る
舞
う
べ
く
、
一
月
一

日
午
前
０
時
か
ら
と
午
前
九
時
か
ら
と
の
二
回
に
分
け

て
甘
酒
接
待
を
行
っ
て
い
る
。

　

深
夜
の
参
拝
で
は
、
温
か
い
甘
酒
が
好
評
で
あ
る
。甘酒の接待を受ける参拝者

▼
表
参
道
提
灯
点
灯
▲

　

春
秋
の
大
祭
、
夏
祭
、
正
月
の
夜
間
参
拝
時
に
表
参

道
が
暗
く
危
険
を
伴
う
た
め
、
平
成
十
四
年
の
春
祭
か

ら
仮
設
提
灯
を
点
灯
す
る
事
と
し
た
。

　

県
道
か
ら
正
面
鳥
居
ま
で
続
く
表
参
道
は
、
以
前
と

比
べ
て
格
段
に
明
る
く
な
り
、
参
拝
者
も
安
心
し
て
参

拝
で
き
る
と
同
時
に
、
祭
り
の
雰
囲
気
も
盛
り
上
が
る

結
果
と
な
っ
た
。

提灯で明るく照らされる表参道

▼
ど
で
カ
ボ
チ
ャ
奉
納
▲

　

平
成
十
七
年
十
月
氏
子
の
星
島
孝
雄
氏
が
育
て
た

「
ど
で
カ
ボ
チ
ャ
」（
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
）
が
奉
納
さ
れ
た
。

　

周
囲
三
ｍ
五
〇
㎝
、
重
さ
二
八
〇
㎏
の
ど
で
カ
ボ

チ
ャ
は
新
年
ま
で
境
内
に
展
示
さ
れ
、
参
拝
者
を
驚
か

せ
た
。
星
島
氏
は
、「
ど
で
カ
ボ
チ
ャ
世
界
大
会
で
の

優
勝
経
験
も
あ
り
、
平
成
十
九
年
に
は
四
一
六
、六
㎏

を
達
成
し
た
。

境内に展示された「どでカボチャ」
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